
○明治維新最大の功労者である西郷隆盛の没後150年，高熊山激戦地に代表されるように大口でも多くの被害の出た
西南戦争150周年を再来年に控えたこの時期に，そしてこの伊佐の地で，｢西郷隆盛が目指したものは何だったのか｡｣，
「西南戦争とは何だったのか｡｣ということを，改めて市民の皆様と一緒に考えてみたいと思います。
○今回の講座は西郷南洲顕彰会と共催で行い，徳永和喜館長を始め専門委員の先生方にも講師をお願いしました。
また，最終回（第6回）は志學館大学の原口泉教授をお迎えして，公開シンポジウムを開催します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 切 り 取 り 線 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

申 込 用 紙 ※備考欄は，学校名や所属など必要に応じてご記入ください。

ふりがな 郵便番号 〒 備 考

お名前 ご住所 電話番号

〇 主 催：大口高校，大口高校ＰＴＡ，大口高校同窓会
1〇 共 催：伊佐市，伊佐市教育委員会，西郷南洲顕彰会
1〇 後 援：鹿児島大学法文学部付属「鹿児島の近現代」教育研究センター，
1 日本経済大学地域連携センター，南九州郷土研究会，大口城を愛する会
1〇 問合せ先：大口高校 ☎0995-22-1441 〒895-2511 伊佐市大口里2670
1〇 申 込 み ：右の二次元コードからGoogleフォームで申し込むか，下の申込用紙を切り取り
１ 必要事項を記入して，5月７日(水)9:00以降に直接学校に持参するか,もしくは
1 郵送してください。定員は先着50人。超えた場合はｷｬﾝｾﾙ待ちも受け付けます。

〇 日 程：令和７年６月18日(水)～６月28日(土) 18:00～20:00 （６回目のみ13:30～16:30）
〇 会 場 ：大口高校大会議室（６回目のみ菱刈環境改善センター）
〇 受講料 : 無料 ただし，資料代として3,000円（６回分で）が必要（第１回目の講座の受付で徴収します）

「伊佐の地で語る

西郷隆盛と西南戦争」

第６回 6月28日（土）第５回 6月27日（金）

第３回 6月23日（月）第１回 6月18日（水） 第４回 6月25日(水)第２回 6月20日（金）

※「ふるさと歴史講座」の申込みに当たって取得した個人情報は，講座の運営以外の目的には使用しません。

時任鵰熊(菱刈出身)筆「西郷南洲肖像」
【鹿児島県歴史･美術センター黎明館蔵】

第６回 6月28日（土）
公開シンポジウム

高熊山激戦地
（伊佐市大口木ノ氏）

【講師】

新東 晃一

南九州郷土
研究会会長

【コｰディネｰタ】

吉満 庄司
大口高等学校
校長

【基調講演
１講師】
原口 泉

志學館大学
教授

【演題】
大口における西南戦争
～戦跡と出陣者の資料調査より～

【講師】

徳永 和喜

西郷南洲顕
彰館館長

【演題】
西郷隆盛の生涯と功績

【講師】

市村 哲二

松元中学校
教頭

西郷南洲顕彰
会専門委員

【演題】
維新後の鹿児島と西郷隆盛
～廃藩置県と秩禄処分を中心に～

【講師】

竹川 克幸

日本経済大
学教授

西郷南洲顕彰
会専門委員

【演題】
幕末・維新の志士 西郷隆
盛の国事周旋

【講師】

萩原 和孝

第一工科大学
准教授

西郷南洲顕彰
会専門委員

【演題】
「西郷どんはなぜ人々に慕われるのか～西郷隆盛の人間性とその魅力に迫る～」

【演題】
郷土教育の中で西郷隆盛は
どのように語られてきたか

【パネリスト】

三重 博一
新潮社執行役員

大口高校
ＯＢ

【パネリスト】

下豊留 佳奈
第一工科大学
非常勤講師

大口高校
ＯＢ


